
　
　
　
　
暁
天
講
座　
案
内
　

天
満
別
院
で
は
、
左
記
の
通
り
暁
天
講
座

を
開
講
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

記

日
　
時
　
８
月
3
日
（
水
）、
４
日
（
木
）  

　
　
両
日
と
も
に
６
時
〜
　
お
つ
と
め

　
　
　
　
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
30
分
頃
ま
で
法
話

講
　
師
　
天
満
別
院
輪
番
　
武
宮
信
勝
　

講
　
題
　「
愚
者
に
な
り
て
往
生
す
」

場
　
所
　
天
満
別
院
　
同
朋
会
館
　
講
堂
　

※
聴
講
は
無
料
で
す
。
尚
、
講
座
終
了
後

　
に
は
軽
食
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　（
ご
提
供
　
太
田
石
材
店
様
）　

　
荷
香
山
　
來
迎
寺

　
　
　
　
　
住
職
：
寺
林
　
啓

　
　
　
　
　
住
所
：
大
阪
市
城
東
区
野
江
３
丁
目
９
番
36
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沿
革

　
來
迎
寺
（
城
東
区
野
江
）
は
文
化
文
政
年
間
（
１
８
０
４
〜
１
８
２
９

年
）、
住
職
が
不
在
と
な
っ
た
際
、
滋
賀
県
伊
吹
山
の
光
了
寺
の
福
永 

法

電
氏
（「
寺
林
」
と
姓
を
改
め
て
入
寺
す
る
）
が
來
迎
寺
の
門
徒
に
願
わ

れ
住
職
と
な
っ
た
。
野
江
の
地
は
よ
く
水
害
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
史
料
が

残
っ
て
い
な
い
が
、
境
内
に
慶
安
５
年
（
１
６
５
２
年
）
の
年
号
の
入
っ

た
手
洗
鉢
が
あ
る
こ
と
か
ら
來
迎
寺
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

　
現
在
6
代
目
の
住
職
を
引
き
継
い
で
お
ら
れ
、
先
代
の
寺
林 

惇
氏
は

天
満
別
院
の
責
任
役
員
を
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
１
６
年
ま
で
就
任
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
本
堂
・
大
門
・
庫く

り裡
は
１
９
３
５
年
頃
の
木
造
本
格
的
寺
院
建

設
で
、
戦
災
を
免
れ
た
事
に
よ
り
、
宮
大
工
に
よ
る
見
事
な
欄
間
や
彫
刻

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。梵
鐘
は
先
の
大
戦
時
に
供
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
８
７
６
年
に
榎
並
小
学
校
創
立
前
後
は
時
の
住
職
、
寺
林 

法
雨
氏
が

村
の
子
供
達
に
読
み
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
な
ど
を
教
え
て
お
り
、
地
元
に
は

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　
來
迎
寺
で
は
年
４
回
、
修
正
会
・
盂
蘭
盆
会
・
永
代
経
・
報
恩
講
の
行

事
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、
毎
月
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
を
開
催
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
コ
ー
ラ
ス
は
現
在
開
催
出
来
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
月
忌
参
り
が
少
な
く
な
り
、
次
世
代
へ
の
法
義

相
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
門
徒
む
け
の
掲
示
板
30
ヶ
所
に
月
２
回
法
語
を

掲
示
さ
れ
て
お
ら
れ
、
地
域
の
方
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
文
書
伝
道
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。

ROKUJIJO

真宗大谷派（東本願寺）天満別院

大阪市北区東天満 1-8-26
06-6351-3535
http://www.tenma-betsuin.jp
代表者 輪番・武宮 信勝

No.692
2022/7/1

　
今
年
の
梅
雨
は
カ
ラ
梅
雨
か
と
思
っ
て
い
た

ら
先
日
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
激
し
く
雨
が

降
り
ま
し
た
。
作
物
に
も
あ
り
が
た
い
恵
の
雨

だ
と
思
っ
て
い
た
ら
翌
日
は
耐
え
ら
れ
な
い
蒸

し
暑
さ
に
思
わ
ず
愚
痴
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　

何
事
も
自
分
の
都
合
で
善
し
悪
し
を
決
め
て
い

る
の
だ
と
梅
雨
の
天
気
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
も
暑
い
夏
を
迎
え
ま
す
。
熱
中
症
に
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

Y
）　

編
集
後
記

　  

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

先
の
不
安
を

　
思
う
よ
り

　
今
を

ど
う
生
き
る
か
が
大
事

     　
―
五
木
寛
之
―

４

３〜４日　暁天講座　　　　　  （両日ともに６時）
　5 日　同朋の会　　　　　　　　　　（１４時）
１２日　合祀墓追弔会　　　　　　　　　（９時）
　　　　闡如上人御逮夜・常永代経　　 （１４時）
　　　　墓前申経　　　　（９時から１７時まで）　
１３日　闡如上人御命日　兼日中　　　　（８時）　　　　　　　　　
　　　　証如上人御祥月御命日　　　　　（８時）
　　　　盂蘭盆会　　　　　　　（１３時３０分）
　　　　　澤田 見師　　　　  （第１２組清澤寺）
      　　墓前申経　　　　（９時から１７時まで）
２７日　宗祖聖人御逮夜             　　  （１４時）　　　　
２８日　宗祖聖人御命日　兼日中   　　　（８時）
　　　　　法話　輪番　武宮 信勝

※　諸行事につきましては、感染状況をみて判断
　　致します。　　　

７月
１１日　従如上人御祥月御命日　　　　　 （８時）
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経　　 （１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　　　　 （８時） 
１６日　天満合唱団「みのり」　　　　　（１４時）
２5 日   宣如上人御祥月御命日　　　　　 （８時）
２７日　宗祖聖人御逮夜　　兼　　 　 （１３時３０分）
　　　　定例法話
               洲﨑 善範師　　　　（第１３組即念寺）
２８日　宗祖聖人御命日　兼日中   　　 　（８時）
　　　　　法話　輪番　武宮 信勝

　※　諸事情により、７月の定例法話は２７日に
　　開催します。

８月

寺町という歴史ある地域に
根ざした老舗葬儀社

（株）天 満 花 重

〒 530-0041
大阪市北区天神橋 3-4-6
電話　(06)-6351-3875
FAX   (06)-6351-6260

  

〜
天
満
別
院

〜
天
満
別
院
崇崇そ
う
き
ょ
う

そ
う
き
ょ
う敬敬

寺
院
巡
り
〜

寺
院
巡
り
〜

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
荷荷か
こ
う
ざ
ん

か
こ
う
ざ
ん

香
山
香
山
　　
來來ら
い
こ
う
じ

ら
い
こ
う
じ

迎
寺
迎
寺



レ
ジ
前
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
、
二
分

化
さ
れ
て
い
た
。
有
人
化
と
無
人
化
に

な
っ
て
い
る
。有
人
化
の
レ
ジ
に
進
み
、

全
て
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
で
計
算
が

済
む
と
、「
○
番
の
精
算
機
で
お
支
払

い
を
」
と
店
員
さ
ん
が
言
わ
れ
た
。

　
機
械
の
前
で
扱
い
方
が
画
面
に
出
て

き
て
現
金
払
い
か
カ
ー
ド
支
払
い
か
を

選
択
。
表
示
に
戸
惑
い
な
が
ら
や
っ
と

支
払
い
が
終
わ
っ
て
場
所
を
変
え
、
買

い
物
カ
ゴ
か
ら
レ
ジ
袋
に
品
物
を
入
れ

て
い
た
ら
、「
お
客
さ
ん
、
お
釣
り
を

取
り
忘
れ
て
い
ま
す
よ
。」
と
店
員
さ

ん
が
駆
け
寄
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ど
う
や

ら
お
札
を
一
枚
多
く
重
ね
て
入
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。「
あ
り
が
と
う
」
と

言
い
つ
つ
、「
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
は

つ
い
て
い
け
な
い
」
と
痛
感
。

　
ま
さ
し
く
、「
世
の
中
便
利
に
な
っ

て
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
私
自
身
」
そ

の
も
の
で
す
。

　
激
変
す
る
時
代
社
会
。
そ
の
こ
と
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
な
い
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
人
と

生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
を
た
ず
ね
て

い
こ
う
」
と
い
う
宗
門
の
呼
び
か
け
が

肌
身
に
染
み
こ
ん
で
く
る
今
日
こ
の
頃

の
心
境
で
す
。

　
境
内
に

　
　
咲
く
桔
梗
一
輪　

夏
の
御
文
法
要　
勤
修

          

長
浜
教
区　
真
廣
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中  

慈
祥 

師 

　　
去
る
６
月
24
日
（
金
）
の
梅
雨
晴
れ

の
中
、「
夏
の
御
文
法
要
」
が
勤
ま
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
夏
の
御
文
の
一・
二
巻
を
拝

読
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
題
「
不

安
を
生
き
る
」
を
基
に
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
師
は
、三
（
四
）
法
印
（
諸

行
無
常
・
諸
法
無
我
・（
一
切
皆
苦
）・

涅
槃
寂
静
）
に
つ
い
て
生
物
学
者
の
福

岡 

伸
一
氏
の
話
を
例
に
出
さ
れ
た
り
、

夏
の
御
文
の
中
に
出
て
く
る
智
慧
の
念

仏
に
つ
い
て
私
た
ち
の
知
恵
3

3

は
、
勉
強

し
て
記
憶
し
た
り
す
る
頭
の
働
き
で
あ

り
一
方
智
慧
3

3

は
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
本
当
に
正
し
い
こ
と
な

の
か
を
仏
智
を
通
し
て
見
直
し
て
み
る

こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

　
　
　
別
院
門
徒
会
定
期
総
会　

　
同
日
法
要
後
、
天
満
別
院
門
徒
会
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
通
り
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

天
満
別
院
門
徒
会

　
・
２
０
２
１
年
度
事
業
・
会
計
報
告

　
・
会
計
監
査
報
告

　
・
役
員
改
選

　
・
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
全
議
案
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　　
　

　
　

　
　「
倶
会
一
処
」
ご
修
復
完
了

　　
天
満
別
院
墓
地
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
扁
額
「
倶
会
一
処
」
の
ご
修
復

が
完
了
し
ま
し
た
。

（
智
慧
）
に
加
え
て
密
教
的
（
真
言
）

な
色
彩
の
強
い
お
経
だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
て
、
浄
土
真
宗
で
『
般
若
心
経
』

が
あ
が
ら
な
い
の
は
、親
鸞
聖
人
の
師
、

法
然
上
人
の
チ
ョ
イ
ス
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
法
然
上
人
は
た
い
へ
ん
な
勉
強

家
で
、
智
慧
第
一
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、

当
時
か
ら
、有
名
な
お
坊
さ
ん
で
し
た
。

そ
の
法
然
上
人
が
す
べ
て
の
経
典
を
何

度
も
読
破
し
た
結
果
、
覚
悟
を
も
っ
て

選
ば
れ
た
の
が
、
阿
弥
陀
の
選
択
本
願

念
仏
の
教
え
だ
っ
た
の
で
す
。
末
法
の

時
代
、
こ
の
教
え
以
外
に
す
べ
て
の
人

が
救
わ
れ
る
道
は
な
い
と
、
革
命
的
な

チ
ョ
イ
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ

ら
に
徹
底
さ
れ
た
の
が
親
鸞
聖
人
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
浄
土
真
宗

で
は
、『
般
若
心
経
』
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
浄
土
三
部
経
以
外
の
経
典
は
読

誦
し
な
い
こ
と
が
当
然
な
の
で
す
。

　
　(

第
６
組  

雲
観
寺  

青
木 

知
和
）

答
え

　
よ
く
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浄
土

真
宗
で
は
『
般
若
心
経
』
は
絶
対
あ
が
り

ま
せ
ん
。

　『
般
若
心
経
』
は
仏
教
の
お
経
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
で
す
。
三
蔵

法
師
玄げ
ん
じ
ょ
う

奘
が
、
イ
ン
ド
の
言
葉
か
ら
中
国

語
（
漢
文
）
に
、
翻
訳
し
た
こ
と
で
も
親

し
み
が
あ
り
ま
す
ね
。
経
文
が
短
い
と
い

う
こ
と
で
、
古
く
か
ら
よ
く
使
わ
れ
る
お

経
で
も
あ
り
ま
す
。
写
経
や
荒
行
、
耳
な

し
芳
一
の
話
に
も
出
て
き
ま
す
。
多
く
の

宗
派
で
祈
祷
時
に
読
誦
さ
れ
る
の
は
、
大

乗
仏
教
の
教
え
の
根
幹
で
あ
る
、
般
若

　
　
　
　
　

　　
下
川 

勝
造
氏
紹
介

　
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
生
ま
れ
現

在
60
歳
、
下
川
さ
ん
と
別
院
と
の
関
わ

り
は
、
本
山
に
出
向
い
て
帰
敬
式
を
受

け
た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
、
自
分

は
真
宗
門
徒
と
し
て
生
き
抜
い
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　
寺
務
所
閉
所
時
間
に
つ
い
て

　
２
０
２
２
年
６
月
１
日
よ
り
左
記
の

通
り
寺
務
所
の
閉
所
時
間
を
変
更
致
し

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　　
午
後
時
５
時
　
→
　
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
定
例
法
話

　
定
例
法
話
は
、
多
彩
な
講
師
陣
が
わ

か
り
や
す
く
真
宗
の
み
教
え
を
お
話
し

し
て
く
れ
ま
す
。
7
月
の
定
例
法
話
は

音
楽
法
話
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　
　

7
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

午
後
１
時
30
分

場
　
所
　
　
天
満
別
院
　
本
堂

御
講
師
　
　
第
13
組
　
即
念
寺

　
　
　
　
　
　
　  

洲
﨑 

善
範 

師

　
　
弾
き
語
り
　  

角
谷 

早
音
美
さ
ん

　
最
新
機
器
に
戸
惑
う
中
に
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
宮　
信
勝

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
の
様

相
、
皆
さ
ん
は
何
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

　
先
日
、
い
つ
も
買
い
物
に
行
っ
て
い

た
食
品
ス
ー
パ
ー
が
改
装
さ
れ
中
へ

入
っ
た
。
買
い
慣
れ
た
場
所
の
品
物
が

移
動
さ
れ
、探
す
の
に
大
変
だ
っ
た
が
、

明
る
く
、
綺
麗
に
な
っ
て
い
た
の
で
さ

ほ
ど
不
快
感
が
な
か
っ
た
。
し
か
し

　

浄
土
真
宗
で
は
『
般
若
心
経
』
を
あ
げ
な
い
の
で
す
か
？

２３

報
告

Q&A

　
　
　
　
別
院
院
議
会

　

　
去
る
６
月
2
日
（
木
）、
天
満
別
院

院
議
会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
通
り
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
記

 

２
０
２
１
年
度 

・
経
常
部
及
事
業
部
歳
入
歳
出
決
算
書

・
本
坊
運
営
資
金
収
支
計
算
書

・ 

災
害
見
舞
特
別
会
計
収
支
計
算
書

・
墓
地
運
営
資
金
収
支
計
算
書
　

・ 

退
職
給
与
積
立
金
収
支
計
算
書

・
整
備
事
業
積
立
金
収
支
計
算
書

・
有
価
証
券
勘
定
書
収
支
計
算
書

・
期
末
現
金
・
預
金
・
有
価
証
券
勘
定
書

・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　　
全
議
案
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
０
８
年
よ
り
５
期
14
年

間
監
事
を
務
め
ら
れ
た
西
松 

薫
氏
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　告
知

記念品贈呈の様子
　（西松様へ）

竹中 慈祥　師

輪
番
雑
感

修復された倶会一処


